
会議録 

会 議 名 平成 27 年度 緒川児童館運営委員会 

開 催 日 時 平成 28 年１月 21 日（木） 

開 催 場 所 緒川児童館集会室 

出 席 者 

区長・緒川小学校校長・更生保護女性会緒川支部長 

民生児童委員地区長・子ども会会長・母親クラブ会長・児童クラブ保

護者代表(２名)・事務局（児童課長・児童課長補佐・緒川児童館館

長・児童課主事） 

＊主任児童委員（欠席） 

議 題 

（１） 平成 27 年度児童館活動状況について 

（２） 平成 28 年度児童館活動計画について 

（３） （１）（２）に基づく内容や日頃のコミュニティー活動等に対する

参加者の意見交換 

非公開の理由  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 要 

１. あいさつ 

《児童課長あいさつ》 

《区長あいさつ》 

２. 議題及び内容 

（１） 平成 27 年度児童館活動状況について 

・児童館活動内容や利用状況等を、資料と写真に基づき報告 

した。 

（２） （１）の内容を基に、次年度の活動計画を紹介した。 

 

 

<事務局> 

児童クラブ４年生までの拡大に伴い、どの児童館も定員を増やし、部

屋の使い方を再考することで対応を考えている。６年生までは、場所

の問題もあり、まだ広げられない。今は児童クラブありきの児童館であ

るが、今後は場所の問題等小学校とも連携をとりながら進めていくこ

とになり、方向性が変わっていく。児童館で児童クラブがなくなった場

合には、午後からの館の使い方を検討する必要がある。子どもも大

人も利用できると良いし、コミュニティーも近いので連携した運営が出

来たらと考えている。 

<委員> 

まずは「あいさつ」がしっかりできる子に育てたいと思っている。 

行事が多い学校であるが、子どもが主導となるように、自主的に動く

子どもを目指している。子どもたちが達成感を味わえるよう、職員も時



間をかけ考えている。ユネスコスクールに加盟している。 

<委員> 

児童館では、学校と違ってよりはしゃいで遊んでいるようである。子ど

も同士の関わりを丁寧に見ていてくれ、ケンカの対応もしてくれてい

て有難い。 

<委員> 

児童クラブのない日は「エー」と言われてしまうくらい、児童館が好き

である。色々な遊びや工作も経験できて良い。将棋のやり方も児童

館で覚えた。もっと異年齢でも関われると良いと思う。 

<事務局> 

異年齢での活動も取り入れてはいるが、２ヵ所での児童クラブ運営を

しているため、人数比の関係で、今の２年生は１・３年生と関わる時間

が少なくなりがちとなっている。（２年生が多いため） 

<委員> 

児童館で木工工作のボランティアをさせてもらっている。言うことを聞

かない子も中にはいるが、楽しませてもらっている。自分が木工大好

きということもあり、次に何を子どもたちと作ろうかと内容を考え進めて

いる。のこぎりや金づちを使うので怪我をしないように充分気を付けて

いる。痛みを味わうことも大切だとは思うが。最近は緒川以外の地域

からも声がかかるので出向いて行ったりしている。 

<委員> 

２名増員し、ひよこ・こっこ事業の手伝いをさせてもらっている。小さな

子に接することは孫を見ているかのようで心が温かくなる。ただ、特に

何をするということもなく時間が過ぎることがあり、かえって迷惑ではな

いか？と思ったりもする。また、赤ちゃんを抱っこしようとした際「おば

あちゃん、大丈夫ですか？」と若いお母さんから言われてしまったケ

ースがあった。保護者の方々から実際どう思われているかが気になる

ところである。 

<事務局> 

お母さんが困った時にちょっと手を貸してもらったり、時には子育ての

アドバイスもいただけたらと思っている。色々な世代が同じ空間の中

にいて触れ合えることに意味があると思っており助かる事も多々ある

ので、今後も引き続きお願いしたい。 

ひよこ・こっこ事業を盛り上げるために、今後保健センターや図書館

とブックスタート（４月～）を機会に連携していく予定である。 

<委員> 

子ども会会員も年々減ってきているが、少しでも楽しい活動を・・・と

思い考えてきた。役員さんが少なく、行事運営が難しいという課題は



ある。役員さんが回ってきそうな時期になると、会員を辞めてしまう人

が多い。 

<事務局> 

子ども会活動もコミュニティーと一緒になって実施できると良いのでは

ないか。場所の提供は児童館でもできる。 

<委員> 

現在の母親クラブは、乳幼児をもつお母さん方中心の集まりである

が、もっといろいろな年代の方の利用があると良いと思っている。 

<委員> 

老人さんが児童館を利用して良いことを知らなかった。65 歳以上の

特に男性は人と交流がなく、全くしゃべらないで何日も過ごしている

ケースもある。高齢者の部門も、児童館活動の中にあると良い。 

<委員> 

男性の力をもっとコミュニティーの中に取り入れたい。各種団体の中

には活気のなくなっているところもあるが、どの団体もなくなってしまっ

ては困る。なくすのは簡単であるが、作り出すのは容易ではない。コ

ニュニティーと連携しながら何とか活性化させたい。 

 

備 考 

[今回の運営委員会について] 

児童館内での様子を写真集で紹介したことで参加者の方々にわかり

やすかったと思う。 

本館は、ボランティアの方にたくさん来館してもらっているので、ボラ

ンティア代表の方にも運営委員会に参加してもらえると良いと考えて

いる。 

 


